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                                     日清オイリオグループ株式会社 

 

日清オイリオグループ「環境目標 2030」を策定 
～脱炭素投資を促進するインターナルカーボンプライシングを導入～ 

 

日清オイリオグループ株式会社（社長：久野 貴久）は、2030 年に向けた環境目標を策定いたしました。主要

な目標は、今年 3 月の「日清オイリオグループビジョン 2030」にて公開していますが、その他目標も含めた日清

オイリオグループ「環境目標 2030」（以下、「環境目標 2030」）をお知らせいたします。 

 

なお、主要な目標であるサプライチェーンの温室効果ガス排出削減を推進するため、インターナルカーボンプ

ライシング（※）の導入を決定いたしました。従来の省エネ活動の計画的・徹底した実行とともに、新技術を核とし

た設備投資を検討し、目標達成につなげてまいります。 

（※）Internal Carbon Pricing：ICP 企業内部で見積もる炭素の価格であり、企業の低炭素投資・対策を推進する仕組み。 

 

今後も当社グループは、社会とともに持続的に成長するため、温室効果ガスの大幅削減の実現や、環境負荷

の少ない容器・包装の開発などにより、資源循環型社会の構築へ積極的に取り組んでまいります。 

 

■「環境目標 2030」 

１．当社グループの環境に対する考え方 

「環境目標 2030」では、当社グループが社会とともに持続的に成長するため、「日清オイリオグループビジョン

2030」で設定した「地球環境」と、「信頼でつながるサプライチェーン」の重点領域において、社会との共有価値

の創造に挑戦します。 
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２．「環境目標 2030」の実現により提供する社会的価値 

地球環境を次世代に引き継ぐために未来を見据えて挑戦します。 

 

【地球温暖化の防止】  

パリ協定に整合した温室効果ガス排出削減目標に取り組み、気候変動の影響を低減化します。  

【資源循環の構築】 

資源は有限であるとの認識のもと、循環型社会を実現します。 

【植物資源/自然保全】 

持続可能な植物資源の調達を実施します。 

【環境にやさしい開発の推進】 

環境負荷の少ない容器・包装を開発し続けます。 

環境問題解決型ビジネスにより、商品・サービスを通じて環境問題に貢献します。 

 

３．「環境目標 2030」の詳細 

 

※今年 3 月に「日清オイリオグループビジョン 2030」で公開した目標を含みます。 

 
リリースに関するお問合せ先： 

日清オイリオグループ株式会社 コーポレートコミュニケーション部 広報課 

TEL：03-3206-5109 〒104-8285 東京都中央区新川一丁目 23番 1号 

 


